






 

 

 

 健康経営推進委員  有澤 秀幸 

 

当社は、令和 5 年 3 月 8 日付で「健康経営優良法人 2023（中小規模法人部門）」を取得

いたしました。この制度は、従業員の健康管理に配慮した企業を経済産業省が認定するもの

となっております。今回は、健康経営取得に至った当社の取組に関して、ご紹介させていただき

ます。私たちの仕事は、どうしても座っての作業が中心で、場合によっては一日中座りっぱなし

ということがあります。私自身も、３０代半ばに差し掛かり、以前に比べ生産性が下がってきて

いると実感していたところ、それを改善するきっかけになったのが、今回取り上げます取組に 

よるものでした。 

 

 元々平成３０年１２月より、日々企業や行政機関において運動を通じた健康相談にのっておら

れる、アスレティックトレーナーであり健康運動指導士である株式会社ＢＣＦの関賢一社長に

毎月１度、当社にお越しいただき、従業員 1 人当たり約 15 分間の健康相談にのっていただいて

おります。相談の場では、運動の仕方やその場で実際のエクサ 

サイズ、睡眠や食事面に関して、幅広くご相談にのっていただ 

いております。私の相談の場で、関社長から 1 週間で、まずは 

１５０分の運動時間を目標にしてみましょうとご提示いただき、 

それからご相談の場に向け、少しずつ運動習慣を身に着けていき 

ました。 

 

                 また、昨年は会社全体を対象に、ＢＣＦ様主催で２つ新た

な取り組みを行いました。１つ目は「体力測定会」と題し

て、体育館を貸し切って、柔軟性・血管年齢・反応速度など、

社員１名ずつ測定いただき、自身の体の数値の見える化を行

っていただきました。２つ目は、「ウォーキングイベント」 

です。昨年１１月、秋晴れの中、上田市内の散策コースを、トレーナーの方々に先導いただき 

ながら、基本的な靴の紐の結び方や歩き方を教えてもらい、４キロほど歩きました。参加者から 

好評で、今年度は３回ほどのウォーキングイベントを企画いただいております。皆で歩き切ると 

いう共通の目的の中で、会社を離れ、ここ数年コロナで会食などができない分の親睦を図る機会 

にもなったのではと感じております。 

 

現在、働き方改革によって労働時間の規制がされております。限られた 

時間の中でいかに生産性を向上させるか。健康であるということは自身の 

健康年齢の向上にもつながり、この数年、運動習慣が身についたことで、 

自身の生産性の向上を感じております。今後も外部の方と連携し、個々では 

難しい運動や健康相談の機会を会社を通じて提供し、当社の社員が健康で 

あることを目指し、今後も健康経営を進めていきたいと思います。 

 

 

←株式会社ＢＣＦ様ホームページ（健康経営サポートページ） QR コード 

健康経営 ～当社の取組に関して～ 



 

 




